
  

い
よ
い
よ
春
本
番
！
〝 

種
ま
き
平
年
並
・苗
生
育
も
順
調 

〟  

 
 

「健
苗
育
成
と
適
期
管
理
」で
進
め
よ
う
‼ 

      

―
新
緑
の
、
桜
前
線
到
来
― 
今
年
は
暖
冬
傾
向
に
あ
り
積
雪
が
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
種
も
み
の
準
備
は
順
調
に
進
ん
だ
。
昨
年
ま
で
の
天
候

不
順
に
よ
る
収
量
減
少
を
踏
ま
え
、
な
る
べ
く
早
め
の
田
植
え
を
目
指
し

た
い
。
今
後
、
本
格
的
な
春
農
作
業
と
な
っ
て
く
る
が
、
数
日
周
期
で
雨
の

予
想
が
出
て
お
り
、
あ
せ
ら
ず
に
進
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
今
年

も
気
象
変
動
に
負
け
な
い
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
、
安
定
的
な
稲
づ
く

り
で
進
め
て
い
こ
う
。 

 

今
年
の
種
ま
き
は
、
平
坦
・中
山
間
部
の
盛
期
は
４
／
13
～
15
、
山
間

部
の
盛
期
は
４
／
19
～
21
と
見
込
ま
れ
、
ほ
ぼ
平
年
並
の
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
平
坦
部
の
早
い
人
で
緑
化
を
終
え
、
硬
化
期
（
下
表
）
に

入
っ
て
お
り
、
多
く
の
ハ
ウ
ス
は
出
芽
や
緑
化
中
の
状
態
。
今
の
と
こ
ろ
大

き
な
失
敗
も
な
く
、
催
芽
・
出
芽
共
に
揃
い
も
ま
ず
ま
ず
で
、
ほ
ぼ
順
調

な
育
苗
初
期
段
階
と
な
っ
て
い
る
。 

 

― 

健
苗
づ
く
り
は
、
今
後
の
管
理
次
第 

 
 
 
 
 

田
植
え
は
、
苗
令
・天
候
に
合
わ
せ
て
行
お
う 

― 
  

最
近
の
気
象
は
変
動
が
大
き
く
、
春
の
寒
暖
差
は
一
段
と
際
立
つ
。
安

定
稲
作
の
第
一
歩
は
「
健
苗
づ
く
り
」
。
今
後
も
、
ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
や

水
管
理
に
充
分
留
意
し
、
特
に
は
急
な
好
天
・高
温
に
よ
る
〝
ヤ
ケ
苗
〟

や
、
育
苗
後
半
の
〝
ム
レ
苗
〟
〝
徒
長
苗
〟
等
に
気
を
つ
け
、
丈
夫
な
苗

づ
く
り
で
進
め
た
い
。 

 

今
後
も
周
期
的
に
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
本

格
的
な
春
農
作
業
に
入
っ
て
く
る
な
か
、
あ
く
ま
で
も
苗
生
育
に
合
わ
せ

た
作
業
計
画
を
立
て
る
事
が
優
先
と
な
る
。
基
本
技
術
を
遵
守
し
、
〝
あ

わ
て
ず
に
・
じ
っ
く
り
〟
と
、
適
期
適
正
管
理
に
努
め
て
行
こ
う
。
ま
た
、

農
作
業
事
故
防
止
の
た
め
、
安
全
確
認
は
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

先
日
の
４
／
１７(

水
）、
恒
例
の
「契
約
栽
培
米
推
進
大
会
」が
開
催
さ

れ
、
一
年
の
販
売
体
制
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
〝
品
質
向
上
〟
を
基
本

に
、
栽
培
基
準
を
遵
守
し
、
安
定
生
産
販
売
に
努
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
、
耕
起
・代
か
き
・田
植
え
と
続
く
が
、
ま
ず
は
「健
苗
づ
く
り
」と
余
裕

を
持
っ
た
計
画
を
た
て
、
安
全
作
業
で
進
め
よ
う
。 
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クス他 ～育苗管理後半のポイント～ 
 

 

―苗生育・天候等に合せたハウス管理で ― 
 

１、温度管理(ハウスの開閉)－健苗づくり－ 
《日中 30℃以下、夜間５℃以上に》 

 

３、追肥 ― N 成分１ｇ/箱を１～２回 ― 
 

・ LP コートや育苗一発肥料、苗箱まかせを使った人は、追肥はいら

ない。 

・ 肥料入床土や稚苗肥料だけの人は、２葉期とその７日後に追肥

する。 
 

※使用方法 
 

 

・追肥作業は、できるだけ早朝に行なう。(日中の晴天時に行なうと、

“肥料ヤケ”が出る場合がある。） 
 

４、育苗障害(病気等) 
 

― 特に、２葉期頃より見えてくる ― 
 

 

 

①1.5 葉～(7日) 
 

 
  

・天気が良ければ、朝から早目に（７時頃）

ハウスの両側の腰上部分を、平均に開

け(30cm 以上)、午後３時頃早目に閉め

る。 

・硬化苗(1.5 葉期以降)は、徐々に外気に

ならし、丈夫にしよう。 

 

②2.0 葉～(7日) 
  

 

 

・苗丈が、ほぼ確保(苗丈 10cm 前後)され

たら、天候にかかわらず(曇りでも)、朝か

ら、ハウスの腰下部分を開け(半分位ま

で)、夕方 5 時過ぎ頃に閉める。 

・風の強い時は、開け幅を加減し、急激な

風をさける。 

 

③2.3 葉～(5日) 
  

 

 

・田植えできる苗丈・苗令(田植前の５～７

日前)になったら、日中は全開(下までさ

げる)とし、苗全体に風が当る様にする。

但し、低温・強風・雨などの時は加減す

る。（ムレ苗に注意！） 

・夜も徐々に開け(最初は間口)、田植えの

２～３日前には、ほぼ全開とする。 

※急にハウスを開けると、風による、葉に褐色斑点が出る

場合があります。おかしいと思ったら連絡下さい。 

 尚、今年も、苗丈確保とならしは徐々に進めよう。 
 
 

２、水管理 ― かん水は１日１回、朝行う ― 
 

・ 水は、雨や低温時(ハウスを開けなくても良い天候)以外

は、朝早目にたっぷりと、箱底からしみ出す位にかけ、１

日もつ様にする。 

・ 粒揃いのよい培土等はどうしても乾きやすく、葉が巻く
程になる時は、午後早目にかける。 

 

※第 2 葉が伸長すると、根からの養分吸収も始まり、病気等が見える時期となります。苗がでこぼこ・色がまばら等の変化がある時は、必

ず連絡して下さい。   ℡営農部 52－2892  （長倉携帯 080－2800－8119） 

肥料名 100箱当り必要量 使　い　方

液 肥 2 号
(５ℓ入)

1000cc(10cc/
箱)

水１００ℓ(100倍)に溶かし、100
箱へ、かん水がわりにかける。

稚苗肥料 700g(7g/箱)

硫　 安 500g(5g/箱)

水５０ℓに溶かし100箱へ散布し、
その後すぐに水をかける。

病　名 症　状 対　策

立枯れ菌
(フザリウム)

（トルコデルマ）

・地際部や籾周辺にピ
ンク色カビ発生。
・地際部に白～緑色カ
ビ発生。

・ タ チ ガ レ エ ー ス 液 500 倍 を

500cc/1箱散布 (水 50 ℓ に100cc
で、100箱へかける)。
・高温に注意する。

ムレ苗

葉が針状に丸まり、かん
水しても、もどらない。
（徒長苗程出やすい）

・タチガレエース液を散布(同上)。
・温度変化や水のかけ過ぎに注意
し、急な〝ならし〟はしない。

籾枯れ
細菌病

第２葉目の途中から、黄
変白化し生育停止。

・これといった薬剤はない。
・高温にしない（３０℃以上）。



稲作用語講座Ｖｏｌ．１ 
 

 今年も始まりました稲作用語講座。今年、
稲作指導は長倉・佐藤の 2名体制でスター

トしました。まだまだ経験が必要ですので、 

一緒に勉強していきたいと思います。今回は

“育苗”編です。 

 

― 畔塗り（あぜぬり） ― 

水田の周りの土手（畦・けいはん）を整

備して、水田に水がしっかりと張れるよう

にすること。水田の水持ち対策にとても

有効であり、畔シートを張って対策をす

る人もいる。 

 

― 高温障害 ― 

 高温により苗の生育に影響が出ること。

通称“ヤケ苗”と呼ばれ、苗の生育が抑

制されたり、枯れてしまうことがある。育苗

マットをかけている時期に起こりやすく、

特にハウスのビニールを新しくした年は

要注意！ 

 

～ 次回は“田植え”編の予定です ～ 

 

 

二
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
へ
の
対
応 

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
平
成
１８
年
施
行
。
農
薬
散 

布
時
は
、
周
囲
の
作
物
に
飛
散
し
な
い
様
充
分
に
注
意
す
る
。
尚
野
菜
の
「旗
揚
げ
運
動
」実
施
。 

〈農
薬
飛
散
防
止
対
策
〉 

○
風
の
な
い
時
を
選
び
、
散
布
方
向
や
位
置
に
気
を
つ
け
て
散
布
。 

○
散
布
機
の
風
量
・圧
力
・ノ
ズ
ル
等
に
注
意
し
、
散
布
量
は
必
要
最
小
限
。 

○
飛
散
し
に
く
い
剤
型
（粒
剤
等
）も
考
慮
。 

三
、
農
薬
適
正
使
用
の
徹
底 

山
形
県
農
作
物
有
害
動
植
物
防
除
基
準
に
よ
る
、
農
薬
を
使
用
す
る
際
の
適
正
使
用
の
通
知
。
主

な
留
意
事
項
と
し
て
、 

○
農
薬
ラ
ベ
ル
の
記
載
事
項
（作
物
・時
期
・方
法
・注
意
等
）を
、
充
分
確
認
し
て
使
用
。 

○
散
布
前
後
の
、
気
象
状
況
に
充
分
注
意
し
て
使
用
。 

○
防
除
器
具
等
は
点
検
し
、
充
分
に
洗
浄
し
て
使
用
。 

 

 

―
Ｈ
３１
〝
安
全
・安
心
米
づ
く
り
〟
に
向
け
て
― 

 

一
、 
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ｢

水
稲
栽
培
管
理
記
録
表｣

の
記
帳 

 
 

今
年
も
安
全
・安
心
米
づ
く
り
に
向
け
て
、
〝
全
員
・全
水
田
・全
品
種
〟
が
対
象
で
す
。 

○
特
別
栽
培
米
（
出
羽
燦
々
・
つ
や
姫
・
雪
若
丸
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
記
録
表
に
記
入

し
、
稲
刈
り
前
（８
／
下
）に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

○
一
般
米
は
、
年
特
申
込
書
に
添
付
の
記
録
表
に
記
入
し
、
秋
の
米
出
荷
時
に
提
出
す
る
。 

 
 

 

＝ 春 農 情 報 〈 本 田 管 理 〉 ＝ 
 

１、本田準備～ゆとりを持って安全作業 ! 「最上農作業事故ゼロ運動」～ 
 

１）元肥…４月中旬に入りやっと好天が見られ気温があがったため、田ん
ぼの乾きはやや遅い状態。品種・地力に合せ、無理のない量で進め
る。稲づくりの基本は穂肥のできる元肥量の設計で！ 
品種別元肥量の目安(一般施肥型)10a 当り 

 

 
※基肥一発型：「スーパーてまいらず」・「やまがた基肥一発」等 40k/10a。

軽量化（15k/袋）は「軽田くん一発」と「軽量楽だね」30k/10a。 

※環境保全型：特別栽培米等は稲作速報２号を参照。 
２）耕起・代かき…耕起作業は耕深１５㎝を目安とし、作土を乾燥させると
乾土効果が高まる。代かきは、水管理を容易にし、漏水防止にもつな
がるので、均平と保水力に考慮する。今後、トラクター使用となるので、
事前の点検とゆとり作業で進めよう。 

 
 

２、適期田植え ―苗令 2.5 葉、育苗日数 25～30 日苗で！―       

１）箱処理剤の散布…田植え時に使用するイモチ病＋虫防除の箱処理剤 
は、ブイゲットパディート箱粒剤・スタウトダントツ箱粒剤。イモチ病+虫防
除+紋枯病防除はルーチンエキスパート箱粒剤を使用。 
散布は、田植え前日～２日前にハウス内で散布しておくと便利である。 

  

２）田 植 え 
・田植えは、稚苗で２．３～２．５葉苗で、下葉が黄化(老化)する前に植え
る。通常活着温度は、平均気温 12～13℃（金山 5/10～）以上であるの
で、急がずに植えよう。 
・風のある低温日はさけ、天候の良い日にし、夕方は早めに終える様に
心がける。又、数品種がある場合は、晩生種から植え始めるのが基本。
尚、今年も「晩霜」に注意する。 

・株数は全品種 60～70 株(坪当り)を基本とし、植込み本数は４～５本

で、できるだけ深植えしない。(最近、大苗でやや疎植傾向が見られま

すが、安定した生育量確保の上では無理しない。) 

 
 

＝ 営農トピックス ＝ 
 

１、― 気になる天気予報 ― ＜ ３カ月予報 ＞ 
 

 仙台管区気象台は、東北地方の３ヶ月予報を発表。

当面は、やや気温が高くなる見込みです。 

◎５月＝天気は数日の周期で変わるでしょう。 

   気温は、平年並または高い確率ともに 40％です。 

◎６月＝前半は、天気は数日の周期で変わりますが、後

半は、平年同様に曇りや雨の日が多い見込みです。 

   降水量は、平年並又は高い確率ともに 40％です。 

◎７月＝平年と同様に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。 

   降水量は、平年並又は多い確率ともに 40％です。 
 

２、山形県農業試験場庄内支場系統適応性検定試験 
 

 今年も、県農業試験場庄内支場からの品種委託展示

圃を、上台の今田政男さんの田んぼで試験します。 

品種（系統）は酒米８点、モチ米７点の 1５系統。特に

は、山形県期待の酒造好適米「雪女神」や「山形糯 128

号」など。なお、「雪女神」は、上台、持越の他町内合計

で４００ａ栽培します。 

＝ 農業用廃プラ回収春企画 ＝ 
 

～未来の子供たちに引継ぐ、豊かな自然環境の保全～ 
 

 今年、第１回目となる廃プラ回収を、下記要領で行いま

すので、ぜひご利用下さい。（夏・秋企画も予定） 

１、期 間  ５/1６ （木）～５/２２ （水） まで 

２、場 所  農協営農部前の専用コンテナ 

３、利用料 ・肥料袋 1 個       １５０円  

・苗 箱（10 枚）     １５０円 

・農薬空容器（肥料袋１個分） １５０円 

 

４、方 法 他  

・マルチ類は肥料袋に詰め、口はヒモで結んで搬入。 

・苗箱は、梱包して搬入。 

・農薬ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ空容器も、肥料袋に入れて搬入。 

・営農部で受付を済ませてから、積込みを願います。 

 

あきたこまち・ヒメノモチ他 はえぬき 美山錦・出羽燦々

成　分　量 5.0～5.5kg 5.5～6.0kg 4.5～5.0kg

現　　　　物
（例：高度化成444） 35～40kg 40～45kg 30～35kg

品 名 ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾊﾟﾃﾞｨｰﾄ箱粒剤 スタウトダントツ箱粒剤
ﾙｰﾁﾝエキスパート

箱粒剤

1箱使用 50g 50g 50g

効　果
・

特　徴

イモチ＋虫防除(イモチ・虫
も60～70日残効、ｱｵﾑｼ
に特効でイネミズ、ｲﾅｺﾞ他)

イモチ＋虫防除(イモチ・虫
も60～70日残効、虫はアオ
ムシ・ｲﾈﾐｽﾞ他)

イモチ＋紋枯れ＋虫防除
(約80～90日残効でｱｵ
ﾑｼ特効)長期型

当用価格
(税込)

@3,170/1kg
 @29,070/10㎏

@3,140/1kg
 @28,890/10㎏

@4,360/1kg
 @40,950/10㎏

㊞ 住　所

／
　購 入

  自 家 ／
　購 入

  自 家 ／
　購 入

  自 家

／ (　　　倍) ／ (　　　倍) ／ (　　　倍)

／ (　 ｇ/箱) ／ (　 ｇ/箱) ／ (　 ｇ/箱)

／    　ｇ/箱 ／    　ｇ/箱 ／    　ｇ/箱

(　　　倍) (　　　倍) (　　　倍)

(　　　倍) (　　　倍) (　　　倍)

本田
準備

／ ｇ/箱 ／ ｇ/箱 ／ ｇ/箱

／ ／ ／

／ 天の恵み　　　　ｋｇ 　　　　　　　 　　　ｋｇ ／ 天の恵み　　　　ｋｇ 　　　　　　　 　　　ｋｇ ／ 天の恵み　　　　ｋｇ 　　　　　　　 　　　ｋｇ

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

月日 月日 月日

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

／ ／ ／

土づくり肥料
(10a当り)

育苗肥料(箱当り) 肥料名：

収　　　　　量 kg/10a kg/10a kg/10a

そ
の
他

稲　　刈　　り 　／　～　／ 　／　～　／ 　／　～　／

　／　～　／　     (方法：生・半)

調　　　　　整 　／　～　／　   　(網目： 　mm) 　／　～　／　   　(網目： 　mm) 　／　～　／　   　(網目： 　mm)

　／　～　／

草　　刈　　り 　／  　／　　／　  ／ 　／  　／　　／　  ／ 　／  　／　　／　  ／

    　／

本
田
・
収
穫
管
理

中　　干　　し 　／　～　／ 　／　～　／

出　　穂　　期     　／     　／

乾　　　　　燥 　／　～　／　     (方法：生・半) 　／　～　／　     (方法：生・半)

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍
　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍
　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍
　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

　殺　 虫 　剤
(ゾウムシ・アオムシ・
カメムシ他)

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

　殺　 菌 　剤・
(イモチ病・紋枯病他)

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

散布量 農 薬 名 濃度 散布量

倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ 倍

　　　　　ｋｇ

　　  　　㍑/10ａ

　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ 農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ

本
田
防
除

<6～8月>
農 薬 名 濃度 散布量 農 薬 名 濃度

　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ 農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ

農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ 農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ 農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ
本 田 散 布

(初期・一発・中期・後期)

農薬名：
　ｋｇ

　　　　㍑/10ａ 農薬名：

農薬名：
　　    　ｋｇ

　　    　㍑/10ａ 農薬名：

肥料名： 　　　　Ｋｇ

除
草
剤

畦 畔 散 布 農薬名：
　　　    ㍑/10ａ

農薬名：
　　　    ㍑/10ａ

農薬名：
　　　    ㍑/10ａ

　　　　Ｋｇ

肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ
追 肥・穂 肥

(10a当り)

肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名：

肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ

　　　　Ｋｇ

肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ

元　　　 　肥
(10a当り)

肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名： 　　　　Ｋｇ 肥料名：

堆肥　　　　　　　　ｔ 生わら　　　　全量 堆肥　　　　　　　　ｔ 生わら　　　　全量 堆肥　　　　　　　　ｔ 生わら　　　　全量

肥料名：

株/坪・㎡

農薬名： ｇ/箱ｇ/箱

肥料名：

施
　
　
　
肥

～ ～ ～

(箱処理) 農薬名： ｇ/箱 農薬名：

代   か   き ／　　　～　　　／ ／　　　～　　　／ ／　　　～　　　／

株/坪・㎡
田植え

(株 　数) 株/坪・㎡

農薬名：

農薬名： 農薬名： 農薬名：

耕       　起 ／　　　～　　　／ ／　　　～　　　／ ／　　　～　　　／

育 苗 期 間
／
～

／

農薬名： ／
～

／

農薬名： ／
～

／

農薬名： 農薬名： 農薬名：

は　　   　種 は種量(催芽籾)： は種量(催芽籾)： は種量(催芽籾)：

育
苗
管
理

塩　 水　 選 種子量：　　　　　    kg 種子量：　　　　　    kg 種子量：　　　　　    kg

種 子 消 毒 農薬名： 農薬名： 農薬名：

床 土 混 合

大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚)

大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚)

水
田
状
況

栽 培 面 積 　　　　　　　　　　　　　　　a 　　　　　　　　　　　　　　　a 　　　　　　　　　　　　　　　a

水 田 住 所
(水田枚数)

大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚) 大字　　　　字　　　　　　～　 　(　　枚)

管　理　内　容 品種 品種 品種

　　　　　　　平成３１年産　水稲栽培管理記録表　　　　　　(ＪＡへ提出)

金山農業協同組合

生産者名 ℡金山町大字 ５２－


